甚句という歌謡　―甚句から甚九へ― by 深谷 大
二九
はじめに
「
甚じん
句く
」と呼ばれる歌謡は日本各地に残る。現在は相撲甚句が有名
だが、 「〇〇甚句」と名付けられたご当地ソングが全国に伝わっている。江戸時代末期から歌われているとされる名古屋甚句もその一つである。
歌謡研究者や日本文学研究者によって 「甚句」 は研究されてきた （注
１） 。名古屋では、尾崎久弥をはじめ する研究が備わ （注２） 。筆者も、名古屋甚句のルーツを考える手がかりが、三河の足助の綾渡の盆踊に求められることを提示するなど、考察を試みてきた （注３） 。しかし、 「甚句」 とは元来どんな歌謡 のか 未だによくわかっていないのが現状であろうと思われる。
本稿では、まず、 「甚句」 の名称が人名に由来することを示し、その
上で、なぜ人名に由来するのか、 「甚句」 ゆかりの人物とはどの うな
人であるのかを、諸種の文献によってたどり、 「甚句」 の起源を探ってみることとする。
一、 「甚句」の起源に関する諸説
「甚句」の起源については、現在、次の四つの説が知られている。⑴
　
 昔、越後の石
いし
地じ
の浦（現、刈
かり
羽わ
郡西山町）の甚九という男性が
創唱したもの。
⑵
　「地（じ）ン句」 、すなわち郷土の唄の意。
⑶
　「神供（じんく） 」 、神前に奉納した歌舞の意。
⑷
　
 宝永～享保（一七〇四～三五）頃から、兵庫・大阪地方で流行した踊口説「兵庫口説」の代表歌「ゑびや甚九」が「甚九（郎）節」 （盆踊唄）として瀬戸内海沿岸から日本海沿岸に広まり、
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次第に各地に及んだとする説。最も著名なものは越後甚句である。
右のうち⑷が最も有力な説と考えられている。本稿も⑷の説を支持
するものであるが、 「甚句」 という言葉の意味から説き起こし、その根源に迫りたいと思う。
二、甚句の「甚」
「甚句」 の名称の由来はどこに求められるのであろうか。名古屋甚句を例にとれば、演者の名前は甚鍵や甚富など、全て「甚」が付く。なぜ甚句といい、その担い手には「 」を付すのであろうか。中国最古の部首別字書『説文解字』 （ 『説文』 。西暦一〇〇年頃成立）
では、 「 」を「甘」と「匹」を合わせた会意文字であると説く 「甘」は食道楽で、 「匹」は性の快楽の意であり、そこから「食道楽や女道楽に深入りする」の意味を表すようになったとし、従来 辞書は、おおむねこれに従っている（注
4） 。
それでは、甚鍵や甚富など、 「甚」は何故人名に付くのであろうか。
誰でもすぐに想起するのは「甚兵衛（甚平） 」であろう。 袖なし羽織」の意味 人口に膾炙している語であるが、 兵衛（平） 」が付されてることから人に関わる語であ 。川柳に 甚兵衛が女房とうとう泣殺し」 （ 『川傍柳』二編、天明元年〔一七八一〕刊） ある如く、 「好色な人、精力の強い人」を 名のように表していう語である。
「甚六」 といえば 「おひとよし」 のことを指す。 「総領の甚六」 （ 「おっとりして世間知らずの長男」の意。 『諺苑』寛政九年〔一七九七〕成）や、 「ひとり息子の
甚六
」 （絵本『このごろ草』天和二年〔一六八二〕
刊）などの用例が知られる。「
甚助
を起こす」といえば「やきもちをやく」ことを表す。 「甚助」
は、色欲が盛んで嫉妬深い性質や、そういう性質の男性を指す遊里の隠語である。
右記の如く、 「甚句」の「甚」は人に関わる語、それも道楽や好色、
遊里に関わる言葉であると考えられる。
三、 「甚句」の表記
前節で検討した、道楽者や好色な人に関わる「甚」という文字の下
に、詩歌や俳諧などの一小節をさす「句」を付して「甚句」と表記するのが現在では通常である。字義からみれば、 「甚句」とは「道楽や好色な人 フレーズ」 ということになる。 「甚 という表記で 、ご当地ソングとはややかけ離れた意味を持つように思われる。
江戸時代の最大のベストセラー小説である、十返舎一九著『東海道
中膝栗毛四編』下（文化二年〔一八〇五〕刊）を見てみよう。宮の熱田で按摩が甚句を唄う場面である。
あんま
　
しかしまんだ、わしがじんくを、旦那がたへきかせたい
北八
　　
コリヤよかろふ。やらかしねへ
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あんま
　
 そのかハり、わしもほめてがなけらにや、はりあいがない、うたひしまつたら、だんな、ほめて下さるかな
北八
　　
ヲットしやうち〳〵
あんま
　
ドレやりからかさふ
　　　
 ト北八がつむりをもミながらひやうしをとりてあたまをぴしや〳〵
あんま
　
 ジャゞジャン〳〵、エゝゝゝゝよふたよた〳〵五しやくの酒に、壱合のんだらさままたよかろ（中略）やとさのせ〳〵
原本の表記に忠実に記すと右記の如くである。按摩の台詞にある如
く「じんく」と平仮名で表記されている。
小説よりも大衆性が強いと考えられる演劇、それも江戸時代 最大
の娯楽である歌舞伎はどうであろうか。四世鶴屋南北の名作『東海道四谷怪談』は、文政八年（一八二五）七月に江戸の中村座で初演された。 「雑司ヶ谷四谷町の場 について、初演と同じ文政八年に書写た、鈴木白藤旧蔵台帳（早稲田大学演劇博物館所蔵）には次のよう記されている。鈴木白藤（明和四年〔一七六七〕～嘉永四年〔一八五一〕 ） は通称岩次郎といい、江戸時代後期の儒者で幕府の書物奉行で蔵書家であった。
　
 本舞台三間の間。伊東喜兵衛宅、座敷の体。 （中略）
甚九の唄に
て、道具留る。ト団十郎、上座にすわり、藤蔵、後家のこしら
へ。件のおのへ、銚子、盃、鉢肴なぞ取ちらし、善二、染五郎、酒もりの体。千代飛助、甚九をおどりいる。 （中略）千代飛助、おどりころぶ。皆々笑ひに成ル。
善・染
　　
 イヤ、どうでも伴助ハ越後産ゆへ、甚九はきつゐものじや
藤蔵
　　　
 とてもの事に秋山様、あなたもなんぞお隠し芸を拝見致とうござりまする
善
　　　　
 イヤ、それハめいわく。身共がげいと申シてハ、声色ばかりとござる
宗三
　　　
それハ一興。声色ハこれをだれを遣つしやる
善
　　　　
やはり築地が声色をサ
染
　　
 イヤモ貴公の築地も、餘り流行におく ました。チト鉄砲洲へでもてん宅さつしやい
善
　　　　
其転宅ハ愛宕の下でハござらぬか
染
　　
何をいわつしやる
「団十郎」は七代目市川団十郎である。 「おのへ」は三代目尾上菊五郎で、 「兼ねる菊五郎」と呼ばれ、 『東海道四谷怪談』初演では、お岩と小仏小平の二役を演じた。 「善二」 は二代目の坂東善次で、父の初代善次は「築地の善好」と呼ばれた人気道化役者で、鶴屋南北の協力者であった。他に松本染五郎、中村千代飛助の名前が見られる。ト書きに二箇所、台詞に一箇所の合計三箇所に「甚九」と記されて
いる。三箇所とも全て、現在 「句」ではなく、漢数字の「九」が用
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いられている。
次に、初演年次に近い時期に書写されたと考えられている、もう一
本の台帳を見てみよう 伊原青々園旧蔵の透写本（早稲田大学演劇博物館所蔵）である（注
5） 。
　
 本舞台三間之間。伊藤喜兵衛の宅、座敷のてい。 （中略）
しんく
の歌にて、道具とまる。ト団十郎、上座にすわり、藤蔵、後家のなり。くたんのおのへ、てうし、盃 はち肴なとをとりちらし、善治、染五郎 さかもりの い。千代飛助 しんく おとりいる。 （中略）千代飛助、おとりころふ。ミな〳〵わらひに成。
善・染
　　
 イヤ、とふても伴助越後生故、しんくはきつい物しや（以下略）
伊原青々園旧蔵の透写本にも、鈴木白藤旧蔵本と同様に、ト書き二
箇所、台詞一箇所の計三箇所に「しんく」の記載を確認することができる。 『東海道中膝栗毛四編』 下と同じ 、平仮名表記であ わかる。
更に、 『東海道四谷怪談』 の数ある台帳の中で、初演年次に近い、江
戸時代後期の書写と考えられている、阪急池田文庫所蔵本も見てみたい。
　
 本ぶたい三間の間。伊藤喜兵衛が宅、坐敷の躰。 （中略）
じん
くの唄にて、道具留る。ト伊右衛門、上座にすはり、お弓、後家の形り。くたんのおまき、銚子、盃、はちさかななど取ちらし、長兵衛、官蔵、酒盛のてい 伴助
じんく
をおどり居る。
（中略）伴助、おどりころぶ。みな〳〵、笑ひになり。長兵・官蔵
　　
 イヤ、どふでも伴助は越後むまれ故、じんくはきついものじや（以下略）
阪急池田文庫所蔵本も、 鈴木白藤旧蔵本、 伊原青々園旧蔵本と同様、
三箇所に「じんく」と記され、全て平仮名であることが確認できる。
右記の如く、初演時にはじまり 江戸時代後期に書写された『東海
道四谷怪談』の台帳には、 「甚句」は、 「甚九」ないしは「じ（し）んく」と記されていることがわかった。
次に明治末から大正期に書写された台帳を見てみたい。永谷秀葉旧
蔵本 （早稲田大学演劇博物館所蔵） には次の如く記されている （注
6） 。
　
 伊藤喜兵衛か宅、坐敷の体。 （中略）
甚句
の唄にて、道具とま
る。ト伊右衛門、上座に座り、お弓、後家の姿。乳母のおまき、銚子、盃、鉢肴など取りちらし、長兵衛 藤蔵、酒盛の体。伴助、甚句をおどりゐる。 （中略） 伴助、踊りころぶ。皆々笑いになり。
喜兵衛
　　
 イヤ、どうも伴助は越後生れ故、甚句はきついものだ（以下略）
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前記の江戸時代後期成立の台帳と同様に三箇所に「甚句」とあり、
表記は現行と同じ「甚だしい句」である。
また、昭和期、昭和二四年七月二〇日上演の、四世坂東鶴蔵旧蔵台
帳（早稲田大学演劇博物館所蔵）では次の如くである（注
7） 。
　
伊藤喜兵衛宅。
長兵
　　
 イヤ、どうでも伴助は越後産れゆゑ、甚句はきついものだ（以下略）
ト書きが簡略になり、長兵衛の台詞のみに「甚句」の記載が見られ
る。表記は現行の「甚だしい句」である。
以上、江戸時代から現代までの小説や歌舞伎台帳に記載がある「甚
句」の表記を通覧してみた。古くは「甚九」ないしは「じ（し）んく」と記していたが、明治・大正期を境に、現在通行している 甚句」という表 に変化した可能性が高いと判断される。
四、なぜ「甚句」ではなく「甚九」なのか？
なぜ古くは「甚九」と表記したのであろうか。江戸時代中期に刊行
された歌謡集に『ゑびやの甚九ふし』の内題を持つ本がある。共紙表紙で全三丁である。表紙には「はやりおんど／ひやうごくどき／長崎ゑびやの
甚九ふし
」と記載されている（挿図参照） 。外題・内題とも
に「甚句」 はなく、 「甚九」と記されている。 紙に「長崎ゑびや」とある如く、長崎の小間物売り屋の息子で、大阪へ出て呉服商となって成功した、 甚九（郎）の一代記を歌った叙事的な歌謡である。以下、本文を抜粋して記す。
今度長崎のえびやの甚九、親の代から小間物売りで、とんと小間物売り屋をやめて、今は大阪へ糸物だてよ（中略）荷物と のえ今日吉日と、帆をば巻き上げせび口つめて、周防灘めも首尾よく渡り、播磨灘めも早 打ち過ぎて、須摩や明石の名所を眺め一の谷また兵庫の沖や、甚九恋風吹 まくりつゝ行けば程なく大阪の津へ（中略）ちよつと新町遊びに行 て（中略）露にこがるゝ道芝殿と、ちよつと繋がり尽きせぬ仲よ、永き縁となりに り も
挿図（架蔵本表紙）
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はや甚九郎下らにやならぬ（中略）小判千両は道芝殿へ、心づけじやと甚九郎置けば（中略）ひらに留まりやれ道芝殿よ、やがて上りを待ち給はれと、言ふて別は名の立つにさ
右記の如く、 「甚九」ないしは「甚九郎」であって、 「甚句」ではな
い。人名だから「句」というフレーズを表す表記が使用されるはずはないのである。本稿第二節で検討した如く、 「甚」 は人に関わ 語、それも道楽や好色、遊里に関わる語である。長崎から大阪へ出て、商売に成功し、新町の遊女と良い仲になって、故郷 に戻っていく、ゑびや甚九郎の出世譚はまさに 「甚」 を被せた人名に相応しいといえる。
五、 『ゑびや甚九』の流行
甚九（郎）節は、兵庫や大阪を中心に、全国に伝播した口説節・踊
口説である。ゑびや節は元禄期（一六八八～一七〇三）に流行し、甚九（郎）節はゑびや節の影響下に成立した。代表歌『ゑびや甚九』はかなりヒットしたようで諸種の版が残る。式亭三馬著『浮世風呂』三編巻之下（文化九年〔一八一二〕刊）を見てみよう（注
8） 。
お松
　　　　　
そんなら御詠歌を知つてるだらうの
▲山出し下女
　
 アイ。まず一番知居（し ）るものが坂東の御詠歌。それからじやうかよ節、いたこぶし、しようがへぶし。 れか
甚九。それから川崎ぶし。
何でも知居（しつて）るだ。中でも海老屋の甚九がおもしれへだ。
お松
　　　　　
それはなんだ
▲
　　　　　　
今度喜代 崎海老屋の甚九さ
●
　　
うんにやよ。何といふ節だよ
▲
　　
甚九のクドキといふものさ
お松
　　　　　
うたひなナ
▲
　　　　
 うたひますべい。笑はつしゃるべいがどうするもんだ（ト大きな声にて）今度喜代がさき海老屋の甚九。親の代から小間物売りよ。今は小間物売り屋をやめて、大坂通ひの糸 立よ（以下略）綾や錦を下荷に積で （中略） 白帆まき上て蝉口しめて、表上りて塩風みれば甚九恋風はや吹まくる。周防灘をも七十五里よ。播磨灘をも三十五里よ。はるか見ゆるが津の島灘 （中略）
甚九
運が能きや
夜一夜で走 。おやれ嬉しや大坂へ着た。 （中略）人をなぐさむ新町通ひ。 （中略）わしが目につく道芝さまよ。こゝろざしとよ道芝さまへ。 中略）もちとくどけば事長くなる
女風呂で、江戸のお松らと山出し下女が当時の流行歌について話し
ている。山出し下女とは、田舎から出てきたばかりで、都会の風俗には染まっていない女性を指す。東国方言を使っている。この女性は流
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行歌に詳しい。坂東三十三箇所巡りの際に歌う御詠歌、茨城県潮来地方をルーツと 、明和頃（一七六四～七一）から江戸で流行った潮来節、寛文頃（一六六一～七二）から流行したしょんがえ節、更には勢州川崎節（伊勢音頭）と並んで「甚九（節） 」をあげている。中でも『海老屋の甚九』 が面白く、口説節であると説明している。山出し下女は「もちと口説けば事長くなる」と途中で歌うことをやめるが、歌っている 海老屋の甚九」の文句は、前節で見た『ゑびやの甚九ふし』の歌詞とほぼ同文である。 『ゑびやの甚九ふし』 が東国の地まで伝播していたことがわかる。
結び
以上検討してきたように、 「甚」 は人名に被せられる語であり、現在
は「甚句」と表記されているが、本来は「甚九」であることが明らかとなった。 「甚九」ないしは「甚九郎」は、 「ゑびやの甚九 郎 で、長崎の小間物売り屋で、大阪で成功した人物であ 「ゑびや 甚九（郎） 」の出世譚は『ゑびやの甚九ふし』として、兵庫から全国に伝播し、東国の地でも盛んに歌われた。そのことは、 『ゑびやの甚九ふし』と題された歌謡集が複数残ることや、式亭三馬 『浮世風呂』の記述によって裏付けること できる。
日本を代表する人形劇である人形浄瑠璃文楽のルーツは『浄瑠璃物
語』と呼ばれる浄瑠璃御前（姫）の一代記である。物語 主人公の名前が芸能の名称となった。 「甚九（節） 」も浄瑠璃と同様に、歌の主人
公の名が歌謡ジャンルの名称となったのである。（注
１）藤田徳太郎『近代歌謡の研究』 （人文書院、昭和二九年） 、浅野建二『日本歌謡の発生と展開』 （明治書院、昭和四七年）など。
（注
２）尾崎久弥「正事記 名古屋甚句」 （ 『名古屋叢書索引』名古屋市教育委員会、昭和五三年、四二五頁）など。
（注
３）拙稿「名古屋甚句と綾渡の盆踊」 （ 「名古屋芸能 化」第二五号、名古屋芸能文化会、平成二七年） 。
（注４）しかし、例えば鎌田正・米山寅太郎『大漢語林』 （大修館書店、平成
四年、九四五頁）では 象形、つまり字形としては、金文の実例などから、 「甚」は、 「
」 （おきかまど）のもとの字で、 「耽」 （タン。ふける）
に通じ、そこから 現在用いられている「はなはだ い」という程度を越すという意味が定着したとの説もある。
（注
5） 伊原青々園は本名は敏郎。劇評家。作家。明治三年～昭和一六年 （一八七〇～一九四一） 。
　
（注
6） 永谷秀葉は明治・大正期の作家・脚本家。
（注
7） 四世坂東鶴蔵は、明治三八年～昭和三二年 （一九〇五～五七） 。鶴丸、
薪車を経て、昭和十 年（ 九三六） 世坂東鶴蔵を襲名
（注
8） 『浮世風呂』本文の引用は、神保五彌校注『新日本古典文学大系八六
 
浮世風呂・戯場粋言幕の外・大千世界楽屋探』 （岩波書店、平成元 一八九・一九〇頁）による。
　
本稿は、中京大学文化フォーラム「大衆歌謡の世界―甚句をめぐって」 （主
催・中京大学文化科学研究所（所長・明木茂夫教授） 、於・中京大学清明ホール、二〇一七年三月九日） において、 「甚句という歌謡―甚句から甚九へ―」 と題して講演をさせて頂いた内容の一部をもとに成稿したものである。講演の機会を与えて頂いた中京大学、講演と原稿作成にあたり、貴重な資料の閲覧をご許可頂いた所蔵機関に心から御礼を申し上げます。　　　　　
 （ふかや・だい。中京大学国際教養学部非常勤講師。中京大学文化
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科学研究所準所員）
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